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資料：農林水産省「農業新技術 2012解説編」

　

農
林
水
産
省
は
７
月
、「
農
業
新
技
術

2
0
1
2
」
で
紹
介
し
た
内
容
を
分
か
り
や

す
く
解
説
し
た
「
農
業
新
技
術
2
0
1
2

解
説
編
」
を
取
り
ま
と
め
ま
し
た
。
酪
農
分

野
で
は
、
泌
乳
持
続
性
を
改
良
す
る
こ
と
で
、

体
調
を
崩
し
に
く
く
、
生
産
性
の
高
い
乳
牛

が
多
く
な
り
、
酪
農
経
営
の
収
益
性
が
向
上

す
る
こ
と
が
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

農
林
水
産
省
は
、
農
業
の
競
争
力
強
化
、

農
産
物
の
安
定
供
給
・
自
給
率
向
上
等
の
農

政
課
題
の
解
決
の
た
め
、
農
業
関
係
の
試
験

研
究
機
関
に
よ
る
研
究
の
成
果
の
う
ち
、
早

急
に
生
産
現
場
へ
の
普
及
を
推
進
す
べ
き
重

要
な
も
の
を
毎
年
選
定
し
、
そ
の
普
及
推
進

を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
、
生
産
コ
ス
ト
の
低
減
を
支
援
す

る
技
術
３
点
、
作
業
の
省
力
・
軽
労
働
化
を

推
進
す
る
技
術
１
点
、
収
量
増
加
と
品
質
の

向
上
の
た
め
の
技
術
１
点
を
新
た
に
選
定
し
、

関
係
機
関
相
互
の
緊
密
な
連
携
の
下
で
、
生

産
現
場
へ
の
迅
速
な
普
及
に
取
り
組
む
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。
酪
農
分
野
で
は
、
生
産
コ

ス
ト
低
減
を
支
援
す
る
技
術
の
一
つ
と
し
て
、

「
酪
農
の
経
営
改
善
に
貢
献
す
る
泌
乳
持
続

性
の
高
い
乳
牛
へ
の
改
良
」
が
選
定
さ
れ
ま

し
た
。

　

７
月
に
公
表
さ
れ
た
解
説
編
で
は
、
選
定

し
た
技
術
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、
技
術
の

周
知
や
普
及
を
図
る
た
め
、
選
定
技
術
を
分

か
り
や
す
く
解
説
し
、「
農
業
新
技
術

2
0
1
2
」
で
選
定
さ
れ
た
技
術
の
導
入
を

検
討
し
て
い
る
人
、
ま
た
は
技
術
の
普
及
指

導
に
取
り
組
む
人
が
技
術
資
料
と
し
て
利
用

す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

わ
が
国
の
乳
牛
1
頭
あ
た
り
乳
量
は
、
近

年
の
遺
伝
的
改
良
に
よ
り
飛
躍
的
に
向
上
し

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
高
泌
乳
牛

は
、
分
娩
直
後
の
泌
乳
前
期
に
急
激
に
生
乳

生
産
（
泌
乳
）
量
を
増
加
さ
せ
る
た
め
、
泌

乳
ピ
ー
ク
ま
で
の
分
娩
後
約
２
ヶ
月
間
は
、

栄
養
摂
取
量
が
不
足
し
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
バ
ラ

ン
ス
が
極
端
な
マ
イ
ナ
ス
に
陥
り
や
す
く

な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
こ
の
期
間
に
牛
体
の
免
疫
機

能
が
低
下
し
、
乳
房
炎
等
の
疾
病
多
発
を
招

い
て
い
る
状
況
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
結
果
、

高
泌
乳
化
に
よ
っ
て
期
待
さ
れ
る
収
益
性
の

向
上
が
、
疾
病
等
に
よ
っ
て
実
現
で
き
な
い

場
合
や
分
娩
前
後
の
飼
養
管
理
の
困
難
化
、

配
合
飼
料
費
の
増
加
な
ど
、
新
た
な
課
題
が

発
生
し
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
農
研
機
構
北
海
道
農
業
研
究
セ
ン

タ
ー
、
家
畜
改
良
セ
ン
タ
ー
、
帯
広
畜
産
大
学

は
、
こ
れ
ら
の
問
題
を
解
決
す
る
た
め
、
泌
乳

前
期
の
泌
乳
ピ
ー
ク
の
高
い
乳
牛
を
、
泌
乳

ピ
ー
ク
時
の
乳
量
を
維
持
す
る
「
泌
乳
持
続

性
の
高
い
乳
牛
」（
平
準
化
し
た
泌
乳
曲
線
を

持
つ
高
泌
乳
牛
）
へ
と
育
種
改
良
す
る
手
法
を

確
立
し
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
の
「
泌
乳
持
続

性
の
高
い
乳
牛
」
の
育
種
改
良
は
、
疾
病
発
生

の
減
少
、
配
合
飼
料
給
与
量
の
削
減
、
所
得
の

向
上
に
つ
な
が
る
こ
と
が
実
証
さ
れ
て
お
り
、

次
の
よ
う
な
効
果
・
有
益
性
が
期
待
で
き
ま
す
。

●「
農
業
新
技
術
2
0
1
2
」と
は

●
泌
乳
持
続
性
の
改
良
に
よ
る

　
収
益
性
の
向
上

収
益
性
ア
ッ
プ
を
支
援
す
る
酪
農
新
技
術

泌乳持続性の
高い牛群に改良

種雄牛

雌牛
（乳牛）

泌乳期

泌
乳
曲
線
の
変
化泌

乳
量

前
期
中
期
後
期

泌乳期

泌
乳
量

前
期
中
期
後
期

ボ イ ス

パパ

ママ

たろー

はなちゃん

パグもん

モモらぶ

ばぁちゃん日本酪農の
最前線の話題を

ご紹介

じぃちゃん
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畜
産
統
計
か
ら
見
た
わ
が
国
酪
農
の
構
造
的
変
化

計 1 〜 19 20 〜 29 30 〜 49 50 〜 79 80 〜 99 100 頭以上
飼
養
戸
数

2010 100.0 6.1 4.4 25.8 34.4 12.0 17.3
2011 100.0 6.3 4.7 23.8 35.2 12.0 17.9
2012 100.0 6.0 5.7 24.1 34.7 9.2 20.2

飼
養
頭
数

2010 100.0 0.9 1.7 14.5 29.5 14.1 39.3
2011 100.0 0.9 1.6 12.9 29.5 13.5 41.6
2012 100.0 0.8 1.8 12.6 29.2 10.9 44.8

計 1 〜 19 20 〜 29 30 〜 49 50 〜 79 80 〜 99 100 頭以上
飼
養
戸
数

2010 100.0 32.0 20.3 28.8 12.1 2.6 4.3
2011 100.0 32.3 20.6 28.5 11.5 2.6 4.6
2012 100.0 31.5 20.4 28.3 11.9 2.9 5.0

飼
養
頭
数

2010 100.0 9.4 13.0 29.0 19.5 5.8 23.2
2011 100.0 9.6 13.2 28.7 18.7 6.0 23.9
2012 100.0 8.9 13.0 28.0 18.6 6.7 24.8

単位：％

単位：％

①
治
療
費
の
低
減

　

泌
乳
持
続
性
の
高
い
乳
牛
は
、
泌
乳
前
期

の
泌
乳
ピ
ー
ク
と
泌
乳
後
期
の
生
乳
生
産
量

の
差
が
小
さ
く
、
泌
乳
ピ
ー
ク
期
間
の
過
度

な
マ
イ
ナ
ス
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
バ
ラ
ン
ス
が
改

善
さ
れ
、
泌
乳
ス
ト
レ
ス
が
低
減
さ
れ
ま
す
。

そ
の
結
果
、
ピ
ー
ク
時
の
泌
乳
ス
ト
レ
ス
に

起
因
し
た
疾
病
等
が
減
少
し
、
乳
牛
の
健
全

性
が
向
上
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
さ

ら
に
、
疾
病
に
よ
る
治
療
費
等
が
低
減
で
き

る
と
と
も
に
、
出
荷
で
き
ず
に
廃
棄
さ
れ
る

生
乳
を
減
ら
す
こ
と
が
で
き
、
酪
農
家
の
収

益
向
上
と
生
産
の
安
定
化
に
貢
献
す
る
こ
と

が
期
待
さ
れ
ま
す
。

②
配
合
飼
料
の
低
減
と
自
給
粗
飼
料
の

利
用
拡
大

　

泌
乳
曲
線
の
平
準
化
に
よ
り
、
分
娩
後
の

牛
体
の
マ
イ
ナ
ス
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
バ
ラ
ン
ス

が
改
善
さ
れ
る
と
と
も
に
泌
乳
後
期
の
過
肥

の
予
防
が
で
き
、
飼
料
給
与
等
の
管
理
が
容

易
に
な
り
ま
す
。
１
泌
乳
期
の
総
泌
乳
量
が

同
じ
で
、
よ
り
平
準
化
し
た
泌
乳
曲
線
を
持

つ
牛
は
飼
料
効
率
が
高
い
こ
と
が
明
ら
か
に

な
っ
て
お
り
、
そ
の
よ
う
な
牛
は
配
合
飼
料

給
与
量
を
削
減
で
き
る
一
方
、
粗
飼
料
を
多

く
利
用
で
き
る
こ
と
か
ら
、
自
給
粗
飼
料
の

利
用
拡
大
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

泌乳期を通じた
乳量の変化が減少

乳牛の
エネルギー
収支が改善

改良後も乳生産量を
維持したまま、乳牛の
ストレスを軽減

配合飼料費の節約
飼養管理の簡略化

酪農家の
収益性の
向上疾病に強い

健全な牛群
の確保

1戸当たり
飼養頭数
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乳製品で

いつまでも
元気に！表

1
・
表
2
は

次
の
ペ
ー
ジ
に

あ
る
よ

　

農
林
水
産
省（
畜
産
統
計
）
は
７
月
１
日
、

平
成
24
年
２
月
１
日
現
在
の
乳
用
牛
の
飼
養

戸
数
と
飼
養
頭
数
を
公
表
し
ま
し
た
。乳
用

牛
の
飼
養
戸
数
は
2
0,
1
0
0
戸
で
、前
年

に
比
べ
て
9
0
0
戸（
4
・
3
％
）
減
少
し
、

飼
養
頭
数
は
1,
4
4
9
千
頭
で
同
18
千
頭

（
1
・
2
％
）減
少
し
ま
し
た
。そ
の
結
果
、１

戸
当
た
り
の
乳
用
牛
飼
養
頭
数
は
72
・
1
頭

で
、前
年
に
比
べ
て
2
・
2
頭
増
加
し
ま
し
た
。

　

戦
後
の
有
畜
農
業
振
興
施
策
の
も
と
で
増

加
傾
向
に
あ
っ
た
乳
用
牛
の
飼
養
戸
数
は
、

昭
和
38（
1
9
6
3
）年
の
4
1
7,
6
0
0

戸
を
ピ
ー
ク
と
し
て
減
少
に
転
換
し
、昭
和

57（
1
9
8
2
）
年
に
10
万
戸
の
大
台
を
割

り
、
そ
の
後
も
減
少
を
続
け
て
平
成
24

（
2
0
1
2
）
年
に
2
0,
1
0
0
戸
と
な

り
ま
し
た
。

　

一
方
、乳
用
牛
の
飼
養
頭
数
は
、昭
和
60

（
1
9
8
5
）
年
に
2,
1
1
1
千
頭
に
達
す

る
ま
で
順
調
な
増
加
を
示
し
ま
し
た
が
、そ
の

年
を
境
に
減
少
に
転
じ
、平
成
７（
1
9
9
5
）

年
に
2,
0
0
0
千
頭
、平
成
22（
2
0
1
0
）

年
に
1,
5
0
0
千
頭
を
割
り
、
平
成
24

（
2
0
1
2
）
年
に
は
1,
4
4
9
千
頭
と
な

り
ま
し
た
。

　

図
１
に
は
、平
成
15
年（
2
0
0
3
）年
か

ら
平
成
24（
2
0
1
2
）年
の
乳
用
牛
の
飼
養

戸
数
と
飼
養
頭
数
の
推
移
を
示
し
ま
し
た
。

こ
の
10
年
間
を
み
て
も
、減
少
に
歯
止
め
が

か
か
ら
ず
、
飼
養
戸
数
は
9,
7
0
0
戸

（
33
％
）、飼
養
頭
数
は
2
7
0
千
頭（
16
％
）

も
減
少
し
ま
し
た
。し
か
し
、飼
養
戸
数
の
減

少
率
が
飼
養
頭
数
の
そ
れ
を
上
回
っ
た
結
果
、

１
戸
当
た
り
の
飼
養
頭
数
の
平
均
は
58
頭
か

ら
72
頭
に
14
頭（
24
％
）増
加
し
ま
し
た
。こ

の
１
戸
当
た
り
の
飼
養
頭
数
を
地
域
別
に
見

る
と
、北
海
道
が
1
1
3
頭
、都
府
県
が
49
頭

で
、両
地
域
の
差
は
約
2
・
3
倍
ま
で
拡
大
し

て
い
ま
す
。

　

す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
平
成
24

（
2
0
1
2
）
年
の
乳
用
牛
の
飼
養
戸
数
は

2
0,
1
0
0
戸
、飼
養
頭
数
は
1,
4
4
9
千

頭
で
す
が
、そ
の
う
ち
生
乳
を
生
産
し
て
い
る

と
想
定
さ
れ
る
成
畜（
２
歳
以
上
と
２
歳
未
満

で
分
娩
経
験
の
あ
る
牛
）
の
飼
養
戸
数
は

1
9,
9
0
0
戸
、飼
養
頭
数
は
1,
0
0
5
千

頭
と
な
っ
て
い
ま
す
。こ
れ
を
地
域
別
に
見
る

と
北
海
道
が
6,
9
6
9
戸
で
5
3
1
千
頭
、

都
府
県
が
1
2,
4
5
7
戸
で
4
7
4
千
頭

と
な
っ
て
い
ま
す
。こ
の
結
果
、1
戸
当
た
り

の
乳
用
牛
成
畜
飼
養
頭
数
の
平
均
は
北
海
道

が
76
頭
、都
府
県
が
38
頭
で
、両
地
域
の
差
は

２
倍
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
乳
用
牛
の
成
畜
飼
養
頭
数
と
生
乳
生

産
量
と
は
深
い
関
係
に
あ
り
ま
す
が
、そ
の

飼
養
規
模
別
の
飼
養
戸
数
と
飼
養
頭
数
は
、

地
域
別
の
生
乳
生
産
構
造
を
決
定
す
る
主
要

な
要
素
の
一
つ
と
言
え
ま
す
。

　

表
１
は
、北
海
道
に
お
け
る
乳
用
牛
の
成

畜
飼
養
頭
数
規
模
別
の
飼
養
戸
数
と
成
畜
飼

●
飼
養
戸
数
と
飼
養
頭
数
の
減
少

養
頭
数
の
推
移
を
示
し
て
い
ま
す
。成
畜
の

飼
養
戸
数
と
飼
養
頭
数
と
も
に
、全
体
に
占

め
る
割
合
が
継
続
し
て
上
昇
し
て
い
る
の
は
、

1
0
0
頭
以
上
の
大
規
模
経
営
層
だ
け
で
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、理
由
は
わ
か
り

ま
せ
ん
が
、20
頭
台
の
飼
養
戸
数
の
占
め
る

割
合
が
わ
ず
か
に
上
昇
し
て
い
る
こ
と
が
注

目
さ
れ
ま
す
。

　

他
方
、表
２
で
都
府
県
の
状
況
を
み
る
と
、

80
～
99
頭
と
1
0
0
頭
以
上
の
階
層
が
、飼

養
戸
数
と
飼
養
頭
数
と
も
に
全
体
に
占
め
る

割
合
が
継
続
し
て
上
昇
し
て
い
ま
す
。表
１

と
表
２
を
比
較
す
る
と
、成
畜
50
頭
未
満
を

飼
養
す
る
経
営
が
全
体
に
占
め
る
割
合
は
、

飼
養
戸
数
、飼
養
頭
数
と
も
に
、北
海
道
よ
り

も
都
府
県
の
方
が
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。こ

れ
は
両
地
域
の
経
営
規
模
格
差
の
拡
大
を
よ

●
成
畜
1
0
0
頭
以
上
の
経
営
の
台
頭

く
反
映
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
両
地
域
と
も
成
畜
を

1
0
0
頭
以
上
飼
養
し
て
い
る
経
営
の
飼
養

戸
数
と
飼
養
頭
数
が
、全
体
に
占
め
る
割
合

を
上
昇
さ
せ
て
い
ま
す
。そ
の
結
果
、北
海
道

で
は
20
％
強
の
経
営
が
半
分
近
く
の
成
畜
を

飼
養
し
、都
府
県
で
は
わ
ず
か
５
％
の
経
営

が
４
分
の
１
近
く
の
成
畜
を
飼
養
し
て
い
ま

す
。以
上
の
こ
と
か
ら
、成
畜
を
1
0
0
頭
以

上
飼
養
し
て
い
る
経
営
の
動
向
が
、わ
が
国

全
体
の
生
乳
生
産
量
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ

す
時
代
に
な
っ
た
と
言
え
ま
す
。ま
た
、こ
の

階
層
の
飼
養
戸
数
と
飼
養
頭
数
の
関
係
を
比

較
す
る
と
、少
数
の
大
規
模
経
営
へ
の
生
乳

生
産
の
集
中
は
、北
海
道
よ
り
も
都
府
県
の

方
が
進
ん
で
い
る
も
の
と
推
察
さ
れ
ま
す
。

　

日
本
酪
農
科
学
会
（
会
長　

齋
藤
忠
夫
・

東
北
大
学
教
授
）
は
８
月
17
日
、
大
妻
女
子

大
学
（
東
京
）
に
お
い
て
平
成
24
年
度
酪
農

科
学
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
ま
し
た
。「
乳

成
分
の
栄
養
研
究
U
p
d
a
t
e
」
と
題
す

る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
は
、
大
学
や
民
間
企
業

な
ど
の
研
究
者
約
1
5
0
名
が
参
加
し
、

牛
乳
・
乳
製
品
が
も
っ
て
い
る
栄
養
機
能
に

つ
い
て
、
最
近
の
研
究
成
果
が
報
告
さ
れ
ま

し
た
。
そ
の
中
か
ら
、
国
立
長
寿
医
療
研
究

セ
ン
タ
ー
の
細
井
孝
之
先
生
に
よ
る
特
別
講

演
「
健
康
寿
命
と
乳
・
乳
製
品
」
を
中
心
に
、

健
康
と
牛
乳
・
乳
製
品
の
関
係
に
つ
い
て
得

ら
れ
た
新
た
な
研
究
成
果
を
紹
介
し
ま
す
。

　

平
均
寿
命
が
延
び
て
い
く
中
で
、
単
な
る

長
命
で
は
な
く
、
自
立
し
た
生
活
が
確
保
さ

れ
た
期
間
、
い
わ
ゆ
る
「
健
康
寿
命
」
の
長

期
化
が
医
療
・
福
祉
の
大
き
な
目
標
の
一
つ

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

厚
生
労
働
省
は
本
年
６
月
、
介
護
を
受
け

た
り
病
気
で
寝
た
き
り
に
な
っ
た
り
せ
ず
、

自
立
し
て
健
康
に
生
活
で
き
る
期
間
を
示
す

「
健
康
寿
命
」
に
つ
い
て
、
2
0
1
0
年
は

男
性
が
70
・
42
年
、
女
性
が
73
・
62
年
と
発

表
し
た
。
ま
た
同
省
は
、
2
0
1
0
年
の

平
均
寿
命
を
男
性
が
79
・
64
年
、
女
性
が

86
・
39
年
と
推
計
し
て
お
り
、
平
均
寿
命
と

「
健
康
寿
命
」
と
の
差
は
男
性
で
9
・
22
年
、

女
性
で
12
・
77
年
と
な
り
、
そ
の
差
は
男
性
、

女
性
と
も
に
拡
大
す
る
傾
向
に
あ
り
ま
す

（
表
１
）。
厚
生
労
働
省
で
は
、
平
均
寿
命
と

「
健
康
寿
命
」
と
の
差
を
「
日
常
生
活
に
制

限
の
あ
る
期
間
」
と
言
っ
て
い
ま
す
が
、
こ

れ
が
拡
大
す
る
こ
と
は
、
医
療
費
や
介
護
給

付
費
の
多
く
を
消
費
す
る
期
間
が
拡
大
す
る

こ
と
を
意
味
し
ま
す
。

　

こ
の
「
健
康
寿
命
」
を
都
道
府
県
別
に
み

る
と
、
男
性
で
最
も
長
い
の
は
愛
知
県
の

71
・
74
年
、
最
も
短
い
の
は
青
森
県
の
68
・

95
年
で
し
た
。
女
性
は
静
岡
県
の
75
・
32
年

が
最
も
長
く
、
滋
賀
県
の
72
・
37
年
が
最
も

短
く
な
っ
て
い
ま
す
。
最
長
と
最
短
の
地
域

差
は
、
男
性
で
2
・
79
年
、
女
性
で
2
・
95

年
で
し
た
（
表
２
）。

●
健
康
寿
命
と
は

「
健
康
寿
命
」
と
牛
乳
・
乳
製
品
の
強
い
関
係

資料：農林水産省「農業新技術 2012解説編」

資料：農林水産省「畜産統数」
資料：農林水産省「農業新技術 2012解説編」

泌乳持続性の改良による収益性の向上図 1　乳用牛の飼養頭数・戸数の推移

表 1　北海道における乳用牛の成畜飼養頭数規模別の飼養戸数と成畜飼養頭数（構成比）

表 2　都府県における乳用牛の成畜飼養頭数規模別の飼養戸数と成畜飼養頭数（構成比）

泌乳曲線の改良による牛体のエネルギー収支の変化

ボ イ ス
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「
健
康
寿
命
」
は
、
身
体
的
因
子
と
社
会

的
（
文
化
的
）
因
子
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
る

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
身
体
的
因
子
の
う

ち
自
分
で
動
け
る
こ
と
は
最
も
重
要
な
こ
と

の
一
つ
で
、
そ
の
た
め
に
は
「
骨
の
健
康
」

と
「
血
管
の
健
康
」
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　
「
骨
の
健
康
」
と
は
、
骨
が
丈
夫
な
状
態

で
身
体
を
支
え
ら
れ
る
だ
け
で
は
な
く
、
カ

ル
シ
ウ
ム
代
謝
を
は
じ
め
と
す
る
全
身
の
代

謝
バ
ラ
ン
ス
を
保
っ
て
い
る
状
態
で
す
。
こ

の
よ
う
な
健
康
状
態
を
維
持
す
る
に
は
、
食

生
活
全
般
に
つ
い
て
の
注
意
が
必
要
で
、
若

年
者
の
極
端
な
ダ
イ
エ
ッ
ト
に
よ
る
痩
せ
す

ぎ
は
骨
粗
鬆
症
に
つ
な
が
り
、
高
齢
者
の
低

栄
養
状
態
は
転
倒
や
骨
折
の
危
険
性
を
高
め

て
い
ま
す
。
牛
乳
・
乳
製
品
が
カ
ル
シ
ウ
ム

源
と
し
て
重
要
で
あ
る
こ
と
は
良
く
知
ら
れ

て
い
ま
す
が
、
カ
ル
シ
ウ
ム
は
サ
プ
リ
メ
ン

ト
や
薬
剤
と
し
て
よ
り
も
、
食
生
活
の
中
で

食
品
か
ら
摂
取
す
る
こ
と
を
勧
め
る
研
究
結

果
も
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
血
管
の
健
康
」
は
、
動
脈
硬
化
性
疾
患

の
予
防
に
よ
っ
て
達
成
さ
れ
ま
す
。
近
年
マ

ス
コ
ミ
な
ど
で
良
く
取
り
上
げ
ら
れ
る
メ
タ

ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
は
、
内
臓
脂
肪
の

過
多
や
脂
質
異
常
、
糖
代
謝
異
常
な
ど
に

よ
っ
て
動
脈
硬
化
を
進
行
さ
せ
、
狭
心
症
、

心
筋
梗
塞
、
そ
し
て
脳
梗
塞
と
い
っ
た
血
管

合
併
症
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。
海
外
の
研
究

報
告
に
は
、
牛
乳
・
乳
製
品
の
摂
取
量
と
体

重
の
負
の
相
関
、
つ
ま
り
牛
乳
・
乳
製
品
を

多
く
摂
っ
て
い
る
人
ほ
ど
体
重
が
軽
い
こ
と

や
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
が
少
な

い
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

い
ま
だ
牛
乳
・
乳
製
品
の
摂
取
が
体
重
に
影

響
す
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
つ
い
て
は
十
分
な
説

明
が
な
さ
れ
て
は
い
な
い
も
の
の
、
細
井
ら

の
研
究
に
お
い
て
も
、
牛
乳
・
乳
製
品
の
摂

取
量
と
体
重
と
の
間
に
負
の
相
関
が
み
ら
れ

ま
し
た
。

　

ナ
チ
ュ
ラ
ル
チ
ー
ズ
を
製
造
す
る
時
の
副

産
物
で
あ
る
ホ
エ
イ
（
乳
清
）
は
、
か
つ
て

は
家
畜
飼
料
と
し
て
利
用
さ
れ
る
以
外
は
廃

棄
さ
れ
る
こ
と
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
し
か
し
近
年
に
な
っ
て
、
ホ
エ
イ
に
含

ま
れ
る
タ
ン
パ
ク
質
の
栄
養
価
の
高
さ
が
注

目
さ
れ
、
菓
子
や
パ
ン
の
原
料
と
し
て
ば
か

り
で
は
な
く
、
ス
ポ
ー
ツ
系
飲
料
や
プ
ロ
テ

イ
ン
パ
ウ
ダ
ー
な
ど
健
康
食
品
の
原
料
と
し

て
も
広
く
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
ホ
エ
イ
タ
ン
パ
ク
質
は
必
須
ア
ミ

ノ
酸
が
豊
富
で
、
消
化
・
吸
収
が
早
く
、
そ
れ

が
発
揮
す
る
組
織
タ
ン
パ
ク
質
代
謝
調
節
作
用

が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。
日
本
の
研
究
者
は
、

一
部
の
ア
ミ
ノ
酸
が
骨
格
筋
の
タ
ン
パ
ク
質
合

成
を
刺
激
し
、
タ
ン
パ
ク
質
分
解
を
抑
制
す
る

機
能
を
有
し
て
い
る
こ
と
を
発
見
し
ま
し
た
。

つ
ま
り
、こ
の
ア
ミ
ノ
酸
の
摂
取
は
、筋
肉
隆
々

の
肉
体
作
り
に
効
果
を
発
揮
す
る
こ
と
が
期
待

で
き
ま
す
。
さ
ら
に
新
た
な
研
究
に
よ
っ
て
、

ホ
エ
イ
タ
ン
パ
ク
質
を
酵
素
分
解
し
た
ホ
エ
イ

ペ
プ
チ
ド
と
い
う
物
質
が
、
委
縮
し
た
筋
肉
の

回
復
に
お
い
て
、
ホ
エ
イ
タ
ン
パ
ク
質
と
比
較

し
て
よ
り
優
れ
た
効
果
を
発
揮
す
る
こ
と
が
明

ら
か
に
さ
れ
て
い
ま
す
。

●
再
評
価
さ
れ
た
ホ
エ
イ
の
価
値

●
牛
乳
・
乳
製
品
摂
取
の
効
果

や
っ
ぱ
り

牛
乳
っ
て

す
ご
い
ね
！

カルシウム

血の健康

メタボリック

MIL
K

ヨーグルト

男性 女性

健康寿命（A) 平均寿命（B） （B - A) 健康寿命（C) 健康寿命（D) （D - C)

2001 69.40 78.07 8.67 72.65 84.93 12.28

2004 69.47 78.64 9.17 72.69 85.59 12.90

2007 70.33 79.19 8.86 73.36 85.99 12.63

2010 70.42 79.64 9.22 73.62 86.39 12.77

単位：年

単位：年

資料：厚生労働科学研究「健康寿命のページ」

表 1　全国における健康寿命の年次推移

表 2　厚生労働省が算出した
都道府県別「健康寿命」ランキング（2010年）

順位

男性 女性

都道府県 健康寿命 平均寿命 都道府県 健康寿命 平均寿命

全国 70.42 79.64 全国 73.62 86.39

上
位
5

1 愛知 71.74 79.79 静岡 75.32 86.21

2 静岡 71.68 80.03 群馬 75.27 85.89

3 千葉 71.62 79.95 愛知 74.93 86.25

4 茨城 71.32 79.14 沖縄 74.86 86.89

5 山梨 71.20 79.58 栃木 74.86 85.73

下
位
5

43 岩手 69.43 78.57 徳島 72.73 86.27

44 大阪 69.39 79.06 福岡 72.72 86.49

45 長崎 69.14 78.89 大阪 72.55 85.90

46 高知 69.12 78.94 広島 72.49 87.04

47 青森 68.95 77.31 滋賀 72.37 86.75
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